
































































































で，そのうち ₄ 件（史料 ₁ から史料 ₄ ）を抜粋し
た。また後者は初声御用邸等の沿革に関わる資料
を編纂したもので，初声御用邸に関連する₁₀件の
うち ₈ 件（史料 ₅ から史料₁₂）を収録した。これ
らの史料では，三戸と小網代を連絡する渡船の廃


















最後に昭和 ₄ 年から同 ₆ 年の『横浜貿易新報』
を通覧して，本計画に関連する記事（史料₁₈から
史料₅₄）を収録した。なかでも本計画が立案され
































































































































第 ₃ 図　初声御用邸敷地－昭和 ₄（₁₉₂₉）年 ₈ 月－
（宮内公文書館所蔵「三浦三崎初声御料地図」，大正₁₀（₁₉₂₁）年修正 ₁ 万分 ₁ 地形図「和田」・「三崎」により作成）



































和 ₆ 年 ₅ 月₂₃日には，昭和天皇が自動車で初声御
料地を訪れ，小網代湾内で生物採集を行ってい





























がうかがえる。さらに昭和 ₆ 年 ₃ 月には臨海実験
所近くにホテルを建設する計画が報じられ（史料


















































































































































































































































































































































































































































































































































































耕作希望地　₁₆町 ₁ 反 ₈ 畝₂₀歩　₂₆₁筆
〃不希望地　 ₁ 町 ₈ 反 ₅ 畝₂₆歩　 ₅₉筆
除地　　　　 ₂ 畝 ₆ 歩
貸地料金　　₁₄₅₁円₂₁銭

























































































寄洲（陸地） 約 ₁ 万₁₉₇坪
干潮時陸地 約 ₁ 万₂₂₇₈坪
海面 約 ₂ 万₈₉₆₃坪
　　計 ₅ 万₁₄₃₈坪
三崎町
寄洲（陸地） 約 ₁ 万₃₁₇₆坪











































官有寄洲其他陸地 約 ₁ 万₁₉₇坪
干潮時陸地 約 ₁ 万₂₂₇₈坪
海面 約 ₂ 万₈₉₆₃坪


















































（イ）三戸　田 ₉ 筆 ₁,₀₀₂坪
 代金 ₅,₅₈₁円₁₄銭
（ロ）同　　畑 ₁ 筆 ₁₄₀坪
 〃 ₁,₁₀₀円₄₀銭





（ホ）小網代　墓地 ₁ 筆 ₄₈坪
 代金 ₁₉₂円




















































































































































































































































　　　　₃,₂₅₄円余 坪当 ₈ 円₅₀銭
（ロ）御料地₅₃₃坪ノ処分見込額
　　　　₁,₅₉₉円  坪当 ₃ 円ノ場合
　　　　₂,₁₃₂円  坪当 ₄ 円ノ場合
二，本件ヲ稟議ノ通リ実行スルトキハ
（イ）買収ヲ要スル一畝歩未満ノ民地₉₅坪₈₃ノ
買収費　₈₁₄円余 （坪 ₈ 円₅₀銭）
（ロ）買収民地ノ換地₉₅坪₈₃ニ交換差面積₁₅₀坪
₁₅計₂₄₅坪₉₈ノ売渡見込額


















































































































































































































三戸字上ノ原₂₅₇₄番地先 ₁ 肥料溜 ※₁
同字神田₁₀₇₇番地先 ₂ 同 ※₂
































































₀.₅₂₄ ₂.₉₁₆ ₂.₉₁₆ ₂₆.₅₈ 原平蔵
（借地人₅₄名分略）











桃 ₂₃₂.₅₀ ₂₁₁.₄₀ ₂₁.₁₀
蜜柑 ₁₅₅.₈₀ ₁₄₀.₂₀ ₁₅.₆₀
枇杷 ₁₂.₅₀ ₁₀.₅₀ ₂.₀₀
柿 ₁₄.₀₀ ₇.₀₅ ₆.₉₅






























































































































































































第 ₁ 項過年度支出 ₇₄,₇₀₉ ₇₄,₇₀₉
第 ₈ 回過年度下賜金返納 ₅₈,₈₁₈ ₅₈,₈₁₈











第₁₀款下賜金 ₁₇₄,₈₆₀ ₁₇₆,₂₀₀ ₁₇₆,₂₀₀ ₁,₃₄₀
第 ₁ 項下賜金 ₁₇₄,₈₆₀ ₁₇₆,₂₀₀ ₁₇₆,₂₀₀ ₁,₃₄₀










第₁₂款下附金 ₁₉,₈₃₇ ₁₉,₈₃₆.₈₀ ₁₉,₈₃₆.₈₀ －₀.₂₀
第 ₁ 項下附金 ₁₉,₈₃₇ ₁₉,₈₃₆.₈₀ ₁₉,₈₃₆.₈₀ －₀.₂₀














昭和 ₄ 年度 ₉₈,₁₉₂ ₉₈,₁₉₂ ₉₇,₈₅₄.₈₅ ₃₃₇.₁₅
昭和 ₅ 年度 ₇₁,₈₀₈ ₅₅₆ ₇₂,₃₆₄ ₁₃,₃₂₇.₇₂ ₅₉,₀₃₆ ₀.₂₈ ※
昭和 ₆ 年度 前年度繰越　₅₉,₀₃₆ ₅₉,₀₃₆
昭和 ₇ 年度 前年度繰越　₅₉,₀₃₆ ₅₉,₀₃₆
計 ₁₇₀,₀₀₀ ₅₅₆ ₁₇₀,₅₅₆ ₁₁₁,₁₈₂.₅₇ ₅₉,₃₇₃.₄₃ ₅₈,₈₁₇.₄₃
（※）道路改修費ヨリ流用
表 B　臨時部土木費・道路橋梁費・道路改修費決算書
年度 予算額 流用減額 予算減額 支出決算額 翌年度繰越額 不用額 備考
昭和 ₅ 年度 ₂₅₈,₂₁₇ －₅₅₆ ₂₅₇,₆₆₁ ₉₈,₂₄₉.₄₁ ₁₃₄,₁₁₉ ₃₅,₂₉₂.₅₉ ※₁
昭和 ₆ 年度 ₂₂₁,₁₃₀ － ₂₂₁,₁₃₀ ₁₅₂,₆₇₆.₇₈ ₅₇,₆₇₆ ₁₀,₇₇₇.₂₂ ※₂
昭和 ₇ 年度 ₁₂₉,₄₆₁ － ₁₂₉,₄₆₁ ₈₀,₇₉₁.₃₈ ₁₉,₉₂₉ ₂₈,₇₄₀.₆₂ ※₃
昭和 ₈ 年度 ₃₉,₉₂₉ － ₃₉,₉₂₉ ₃₁,₅₈₀.₀₇ ₇,₃₇₀ ₉₇₈.₉₃ ※₄
（※ ₁ ）府県道改修費₉₄,₇₆₆.₂₀ 町村道改修費₃,₄₈₃.₂₁道路新設費ヘ流用
（※ ₂ ）国道改修費₁,₅₀₀.₀₀ 府県道改修費₁₅₀,₇₁₄.₁₆ 町村道改修費₄₆₂.₆₂



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































岩波書店，₁₉₉₃， ₇ 頁。 ₁ 月₁₇日には岡本愛祐皇
后宮事務官らが宮内省関係者として初めて予定地
を視察した（同書，₁₃頁）。
₁₃）前掲₁₂），₂₇頁。
₁₄）前掲 ₂ ），₂₄₄頁。
₁₅）「実録」巻₁₈，₅₁頁。
₁₆）本図の著作者等は以下の通りである。著作兼印刷
者：三浦郡長井町大木根　大石無常，発行所：浦
賀町大字鴨居脇方の武内商店（小松崎茂三郎），葉
山取扱所：葉山町大字堀ノ内　幸福堂書店，三崎
取扱所：三崎町　渡辺書店，版権所有者：四谷区
東信濃町₂₉　渡辺賢治，大売捌所：神田区今川小
路₁-₃　九段書房，彫刻所：小石川区小日向台町
₃-₇₇　若井銅刻研究所，蔵版：日本探勝倶楽部。
₁₇）同図については以下に詳しい。神奈川県立歴史博
物館編・発行『ようこそかながわへ　₂₀世紀前半
の観光文化』₂₀₀₇。
₁₈）磯野直秀『三崎臨海実験所を去来した人たち』学
会出版センター，₁₉₈₈，₁₅₀頁。
₁₉）「実録」巻₂₈，₆₃頁。「実録」巻₂₉，₁₀₅-₁₀₆頁。
₂₀）実際に昭和₁₀（₁₉₃₅）年頃には，小網代湾南岸の
中央付近から湾口までは全体にマツが植えられて
いた。江良弘光『小網代干潟の生きものたち』小
網代野外活動調整会議，₂₀₁₅，₁₀₄頁。なお現在，
小網代湾に注ぐ浦の川流域は近郊緑地特別保全地
区に指定され，保全の取り組みが進められている。
保全の経緯は以下に詳しい。岸　由二『奇跡の自
然　三浦半島小網代の谷を「流域思考」で守る』
八坂書房，₂₀₁₂。
₂₁）内務省神社局編・発行『明治神宮造営誌』₁₉₃₀，
₂₈₆-₂₈₇頁。なお明治神宮に関する最近の研究に以
下がある。藤田大誠・青井哲人・畔上直樹・今泉
宜子編『明治神宮以前・以後　近代神社をめぐる
環境形成の構造転換』鹿島出版会，₂₀₁₅。
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